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ここで, Noは構成原子の数である.次に (1)式のハミルトニアンH から粒子数演算
子N'と化学ポテンシャルFLを使って次の様た演算子K を定義する.
K=H-FLN=K.+K. ,
































































-a ∑(TF:_q(u.)Fkl.q_q(ul)Fk-qq(ul)Ak'q(u2)-小 lk12(ul,u-)Gl:(u一,u2)du-klq≠O o
-廉 n'k12(ion,Gkf:(iwm,exp(-ium(川 ,) , (8a)
β
-a ∑(TFI_q(q)Fk.._q(q)Fk_q(q)FIq(u2)-中 'k2q'(ul,u-)Gk/q(u',u2)du'上1q≠O o
-廉 nk26'(iwm,Gk/J(ium,ekp(-ion(q.-叫,) . (8b)
尚,ここでは更に次の7-1)ェ変換が可能であることを仮定していや｡
n'k12or-'2'(q,叫,-請 叱 or'2'(iwm,exp(-iwm(叶 的) (9)
次に,対角グリーン関数のみが我々の求める熱力学ポテンシャルの表式に現れるので,そ
れらの表式を (7)式から導く｡結果は次のようである｡












































































































和に等しい.一般にn次のグラフには独立な ia),の 数 が n-m-mcf+1個ある｡
〔5〕同じ相互 作 用 を出入りする 1 本 の "級
(グリーン関数 ) " に ついては伝 導 電 子 か f















































宜封書亭主i.GA(iq,AI-(iwL,a,mc,mi柳 ,考 , (21a,





･右脚 GuioL,.Gi(iwL,A/kq(iw,GA(ioL,I･･･)Afkq(ioL昔 , (21d,A .,h . 1















































妄言享Gk/q(iuL,Ankq(iwL,去-富 豪 享札 (iuL,孟 Gk/q(iwL,






普 -如 古 く畠 (-Ap,(GkOq/(iw,)-1･tvk'2･姦 (-iT,(GkOqa(ioL,)-1
･(GkOqa'iwL')~1孟 'Ankq'iwL')+蛋-主軸 Ankq'iuL'?/q'ioL'),
-話手誌 孟 Tk誹 ･芸一報芋i (Ankq(iuL,Gkfq(iuL,) I
-詣結ln糾 ,)･富豪結 (- (iwL,Gkjq(ioL,) 0 (2.･7)
従って (27)式をAについて0から1まで積分す■ることによって,全系の熱力学ポテ
ンシヤルを次のように表すことが出来る｡
n(.,-a(0,-和 n(功 ･x,-話 手(nkq(iwL,Gk/q(iwL,)












= 0 ｡ (30)
この関係式を使うことにより,電子の総数〃｡に対する次の関係式を導くことが出来る｡
･0-(臥 -請;(GAaq(iwL,･Gtq(iwL,) 0 (31,
化学ポテンシャルはこの (31)式から求めることができる｡更に,エントロピー∫は
次の様に求まる｡･
S-(礼--芋.書誌 享(ioLGk/q(iwL,･ioLGkaq(iot,i o (32)







Tkq(1)=(6- sAq.(E))(6- skq_(I)) ｡ (34)
こ こで･ skqi(E)-一三 (2p -ek-E k-n :q(E)±喜 (e k -E k-n20(I )2 ･ 4Lvkl2 ｡
これらを使うと, (33)式の右辺第2項の表式を順次次のように変形して行くことがで
きる｡
























































更に,グラフの構造を考察することにより,図3から (23a)式 と (23b)が等しいこ
と,即ちn(Al(ia)とIT(k2q)(ia) とが等しいことを推測することが可能であった.I
以上で,形式的に仝系の熱力学ポテンシャルはそれを構成する各多粒子系の熱力学
ポテンシャルの和になることが示された｡これは,小論の自的の一つであった｡更に,グ
ラフの構造を考慮することにより,特にフェルミ流体という仮定を使うことなく (28)
式に見る通り電子ガスに対してLuttingeretal[2]が導いたと同様の式を導くことが出
来た｡この表式は,フェルミ瀧体を仮定したOhkawa[4]による直感的な推測に基づくもの
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と一致している｡
次に,熱力学関数がnkq(ia))に対して定常的であることを利用して,仝系のエント
ロピーの式である (32)式と定積熱容量の式である (33)式を導いた｡更に,後者に
対しては系がフェルミ流体であるとの仮定の下に式を変形し,低温の熱容量の表式 (37)
式を得た｡この表式は山田[5]がそう在るべきものとして使っているものである｡山田が
そこで導いているようにそれらをそれぞれf電子とS電子からの寄与に分離することは
(33)式を使うことによって可能である｡この場合,ヘビー ･フェルミオンであること
の要因はグリーン関数のリノ-マリゼイション因子内の電子相関による自己エネルギー部
分にその原因が求められるべきと考えられる[5]｡そのことはまた,小論で導いた (37)
式から判断すると,当然のことながら,電子相関に拠る自己エネルギー部分がS電子とf
電子の1電子状態のハイブリダイゼイションの様相を決め上で重要であるとも言い換えら
れる｡
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